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第2回衛生工学シンポジウム
1994.11北海道大学学術交流会館
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自動車車室内混熱環境の運転者反応時間に与える影響

内田仁，松尾長4-義，大北幸宏(スズキ株式会社)

1. ，まじめに

自動車の車窓は居住環境であると同時に、運

転者にとっては作業環境である。自動車車室内

の環境を論じるにあたっては、 j昆冷感・快適感

などによる評価とともに、作業環境としての安

当性を評価する必要があると考えられるo

また、自動車の運転作業は VDT作業や工場

での製品組立作業などとは異なった性質を持っ

ているo運転者は道路と道路外で起こるすべて

の事象に絶えず注意を払いながらも、すべての

刺激に対して連続してハンドルを切る、ギアを

チェンジする、ブレーキを踏むといった操作を

常時行っているわけではないし、連続して起こ

る事象に対して、条件反射的に単一の作業を繰

り返しているわけでもない。

われわれが一般の社会生活を行う中での自動

車の運転は、図 lのように多くの情報と接しな

がら行われている。通常前方を見ながらラジオ

を轄き、同乗者と会話し、時としてルームミラー

やサイドミラーに祝線を移しながら運転を行っ

ており、処理を必要とする事象が発生した時の

み、その事象に対する情報処理、運転操作の遂

行といった一連の行動を起こす。
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国1 乗車中に運転者が措する情報源

このように運転行動は、同時に存在するいく

つかの認知や思考の対象のうちから、一つの事

象に対して意識を集中するという、連続した注

意刺激であると考えられる。自動車の運転行動

に関する研究は、長時間持続して信号出現を見

張るような、覚醒や疲労の税度について検討さ

れている事例が多く、注意刺激としてとらえた

事例は少ない。

本報では車室内温熱環境の差異が、ドライパ

の認知・行動様式に及ぼす影響について評価す

るため、 2種類の温熱環境で注意刺激に対する

運転者の反応、時開、反応率を糊定する実験を行っ

た。
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2.方法
案験は図 2に示す装置を用いて行った。被験

者はハンドルを備えた模擬運転席に座り、前方

に配置した LEDの連続点灯または点滅による

刺激を与えられる。あらかじめ教示した特定の

LED発光パターンに対してハンドル操作を行い、

刺激発生からハンドJレ操作までの持関を測定し

た。

刺激を発生する LEDは運転者の視点前方

2mに配置されており、中央、左右 25度の周辺

視野、中央上部 10皮の計4個である。

刺激の発生パターンを図 3に示す。まず中央

のL詑Dが注視点として 500-3500ms緑色点灯

する。その後中央で緑色点灯していた LEDを

含む 4個の LEDのうちのいずれか 11毘がラン
ダムに赤15に連続点灯か点滅を 1500ms発生す
る。
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館3: LED発光パターン

被験者は、このうち左志の LEDの点滅を認

知したときにのみ、ハンドルを点滅した LED

と反対方向に約 30度操作した後、車ちに中央

に戻す操作を行う。

刺激となる LEDの発光パターンは、 1)連続

点灯， 2)不明瞭な点滅 (100msの間隔で o[[/on

の比率が 2%-13%まで 1%刻み)， 3)暁瞭な

点滅 (o[[/on比事 50%)の令計 14種類を作製

した。

2)，3)の点滅パターンは 1500msの刺激発生時

間のうち、最初の 500ms点滅しその後 1000ms

連続点灯する。それぞれの刺激の出現類度は点

灯および明瞭な点滅が各 20%、不明瞭な点滅は

各 5%である。刺激の発光パターンを図 4に示

す。

被験者は通勤などで日常的に自動車を運転し

ている 20歳台の男子 10名を用いた。今聞の実勘
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図4:刺激のLED発光パターン

験では、夏期の車室内温熱環境を想定して、空

調が十分なされた状態 Aと、空調不十分一空調

無しの状態Bの2条件について、被験者を無作

為に 5名づっの 2群に分けて行った。実験室内

の温度条件を表 1に示す。

実験時の温湿度については、実験装置のハン

ドル近傍、高さ 800mmの点にカノマックス・

クリモマスターを設置して測定を行った。

被験者の服装は下着、靴下、ジーンズ、半抽

Tシャツ、半袖の夏用作業服(約 0.6clo)を着

用させた。

表1.:実験時の温度条件

実験条件 j墨疫 相対湿度

A 23
0

C 50%RH 

B 30
0

C 48%RH 

3.結果・考察
金刺激のうちから、左右に提示された刺激に

対する反応のみを解析対象として結果の整理を

行った。

LED点滅の off/on比率と、刺激に対してハン

ドル操作が行われた反応率を図5に、反応時間

を図 6に示す。

暑熱環境条件である Bは全体的に Aよりも

高い反応率を示し、反応時間についても Bの方

が短い。しかし、本来反応すべきでない連続点

灯の刺激に対しでも Bは反応を示している。

LEDのof[/on比が 5%以下の領域に関しては

ほとんどが操作エラーであると思われる。
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図5: LED点滅のoff/on比と反応率

o 

O
A
I
 

O
A
 

O

A

 

O

A

 

O

A

 

O

A

 

O

A

 

O

A

 

O

A

 

O

A

 A
 

n

u

n

u

n

u

n

u

 

n

u

n

u

n

u

n

U

 

8

6

4

2

 

{
叫
広
』
}
医
設
的
官
民

。A
I:!.. B 

od It--
5 10 

LED点滅。ff/on比(%)

部6:しED点滅のofflon比と反応時間

LEDのoff/on比が5%以下の領域を徐き、反

応、率、反応時間の平均値を、実験時間 10分毎

の6ブロックに分けで計算した結果を函 7，図

8に示す。

A，Bともに 3'~ 4ブロックの時点から反応

時間の増大、反応率の低下傾向が見られる。ま

たAの場合は、実験開始直後から反応時間が短

縮していき、 3ブロックを最短としてその後増

大傾向となる。 Bの場合は実験開始藍後から 4

ブロックで反応、時開が増大傾向となるまでほぼ

一定で、 Aと比較して短い反応待問を示す。

これらの結果からは、暑熱環境であるおの方

が空調を施した Aに対して反応時間、反応、率

ども鑓れている印象を受ける。

しかし、 LEDoff/on比が5%以下から連続点

灯に至る、本来反応しないであろう刺激に対す

る誤反応がBには見られる。

off/on比 5%を越える領域での未反応と、 5%

以下の領域での誤反応をあわせた、左右刺激全
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函7: off!on比5%以上の反応時間の時間変化
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図8: off!on比5%以上での反応率の時間変化
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図9::左右刺激全体に対する誤り率
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体に対する誤り率を翻 9に、 off/on比が 5%以

下の領域での誤反応、率を密 10に示す。

図 10で見られるように Bでは、 off/on比が

5%以下の非常に不明瞭な刺激に対して、誤反

応を示す傾向が Aに対して高い。さらに国 6

で見られるように BはAと異なって、不明瞭

な信号に対しでも明瞭な信号と大差ない時間で

反応、している。

以上のようなことから、 Bでは刺激に対する

待ち受けのレベルは高い状態に保たれているが、

刺激の弁別、情報処理の部分で誤った反応を示

しているのではないかと考えられる。

4.まとめ

注意刺激に対する運転者の反応を計測して、

自動車車内温熱環境が述転行動に与える影響を

評価する実験において、 2種類の温熱環境につ

いて運転者の刺激に対する反応に差異が認めら

れ、温熱環境が自動車の運転行動に影響を与え

る可能性がある lことを確認した。

自動車車室内の温熱環境は、今詔使用した実

験室環境と比較して時期的・空間的な不均一性、

騒封、気流などの面で大きく異なった点を持っ

ている。今後はミさらに車室内温熱環境特徴を

考慮した運転行動評価実験を行う必要があるも

のと患われる。

また今毘は、視覚刺激によるハンドル操作の

みといった、単一刺激ー単一操作系での実験で

あったが、実際の運転行動は聴覚、振動等も含

めて接数刺激一複数反応系でありこの点につい

ても考嵐していく必要があるものと思われる。
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